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イベント概要 

 

[企業名]  松田産業株式会社  

 

[企業 ID]  7456  

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2021 年３月期 決算説明会  

 

[決算期]  2020 年度 通期  

 

[日程]   2021 年 5 月 27 日  

 

[ページ数]  14 

  

[時間]   16:00 – 16:24 

（合計：24 分、登壇：24 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  松田 芳明（以下、松田） 

執行役員 IR 部長  田中 善則（以下、田中） 
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登壇 

 

松田：松田産業株式会社、代表取締役社長の松田でございます。これより、当社第 72 期 2021 年

3 月期の決算説明をさせていただきます。 

通常であれば、対面形式によりご説明をさせていただくところではございますが、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大が続いている状況から、皆様の健康と安全を考慮し、動画の配信によるご説明と

させていただきました。何とぞ、ご理解とご了承を賜りたいと存じます。 

また、当社グループでは、新型コロナウイルス感染症に対し、従業員ならびに関係する全ての皆様

の安全を最優先に考え、感染防止に努めながら事業活動を継続しております。 

 

それでは、これより 2021 年 3 月期の決算概要につきまして、ご説明いたします。 

2021 年 3 月期の連結業績数値の概要でございます。 

当連結会計年度の売上高は貴金属関連事業の好調により、前期比 9.8%増加の 2,315 億 5,000 万円

となり、売上高としては過去最高の実績となりました。 
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営業利益は前期比 28.8%増加の 80 億 3,000 万円となり、経常利益では、当社が 30%の株式を保有

します日鉄マイクロメタルの持分法投資利益などを含み、前期比 31.1%増加の 83 億 6,000 万円と

なりました。なお、税引前利益には遊休土地の売却による特別利益が含まれております。 

これらの結果、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比 50.7%増加の 60 億 9,000 万円となりま

した。当期純利益は段階的な法人税率の引き下げなどもあり、過去最高になりました。 

2021 年 3 月期の連結業績に関する概略は以上のとおりでございます。 

ここで、5 月 13 日に公表いたしました業績予想を改めてお伝えいたします。2022 年 3 月期の通期

の連結業績の見通しにつきましては、売上高は 2,300 億円、営業利益は 82 億円、経常利益は 86

億円、当期純利益は 61 億円と予想しております。 

 

次に、セグメント別の業績をご説明いたします。 

初めに貴金属関連事業になります。当事業の売上高は前期比 17.1%増加の 1,530 億 8,000 万円、営

業利益は前期比 38.5%増加の 68 億 3,000 万円となりました。 

当事業の主力顧客でありますエレクトロニクス業界の電子部品・デバイス分野が新型コロナウイル

ス感染症の影響から早期に回復し、生産活動が活発化したことなどから、当社グループの貴金属リ

サイクルの取扱量および金製品などの販売量が増加し、加えて貴金属相場の上昇もありましたの

で、前期比での大幅な増収増益となりました。 
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なお、産業廃棄物の処理受託では、廃棄物発生量が減少し、当社の取扱数量も減少いたしました。 

 

次に、食品関連事業でございます。 

当事業の売上高は前期比 2.2%減少の 784 億 7,000 万円となり、営業利益は前期比 7.9%減少の 12

億円となりました。 

当事業の主力顧客であります食品製造業界では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、外出

自粛に伴う巣ごもり需要によって、冷食、加工食品などの家庭用需要は増加しましたが、一方で、

外食産業や土産物販売の低迷により、業務用需要が大幅に減少し、全体としては厳しい状況になり

ました。 

このような市場環境から、当社グループにおきましても、農産品、水産品では販売量は増加しまし

たが、畜産品では販売量は減少いたしました。 
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続いて、連結貸借対照表をご説明いたします。 

資産につきましては、売上債権、棚卸資産の増加などにより、流動資産は 80 億 8,000 万円の増加

となり、固定資産は関工場の前処理設備の新設などにより、16 億 7,000 万円増加したため、総資

産では前期末に比べ、97 億 5,000 万円増加し、1,042 億 6,000 万円となりました。 

なお、新設いたしました関工場の前処理設備は 2020 年 7 月より稼働を開始しております。 

負債につきましては、買掛金の増加 18 億 4,000 万円と、短期借入金の増加 19 億 8,000 万円など

により、流動負債が 51 億 7,000 万円増加したため、合計では前期末に比べ、46 億 7,000 万円増加

し、386 億 5,000 万円となりました。 

純資産につきましては、主に利益剰余金の増加と自己株式の取得による約 4 億円の減少の差し引き

により、前期末に比べ、50 億 7,000 万円増加し、656 億円となっております。 

キャッシュ・フローにつきましては、業績および貸借対照表の状況から、ご覧のとおりの結果とな

りました。 
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2022 年 3 月期を最終年度とする中期経営計画で示しました連結の売上高、営業利益、営業利益

率、自己資本利益率に関する数値目標は、1 年前倒しで全て達成しております。また、2022 年 3

月期の見通しにおきましても、引き続き達成を予想しております。 

 

株主還元について、ご説明いたします。当社は成長性を捉えた事業機会への最適な資源配分、財務

健全性の確保、株主還元のバランスを考慮して、持続的な企業価値の向上を目指すことを資本政策
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の基本方針としております。その中で、株主還元につきましては、安定かつ持続的な配当を実施す

ることにより、株主様の期待に応えてまいります。 

2021 年 3 月期の中間配当金につきましては 18 円とし、期末につきましては 20 円の配当を予定し

ております。これにより、通期では前期に比べ 4 円の増配予定となります。また、当会計期間にお

いて、約 4 億円の自己株式の取得を実施し、1 株当たりの株主価値の向上を図りました。 

なお、2022 年 3 月期の配当金は前期比で 4 円の増配を予想し、中間 21 円、期末 21 円、年間合計

42 円を予想しております。 

皆様からの、より一層のご支援をお願い申し上げ、私からのご説明は以上とさせていただきまし

て、引き続き、IR 部より決算内容の詳細、設備投資の状況などにつきましてご説明いたします。 

 

田中：IR を担当いたします執行役員の田中でございます。ここからは、決算内容の詳細としまし

て、セグメント別売上高の内訳、通期の業績予想、ならびに設備投資の状況につきましてご説明い

たします。 

初めに、セグメントごとの売上の内容についてご説明いたします。 

まず、貴金属関連事業になりますが、当事業の売上高は貴金属地金ならびに化成品などの当社が製

造しております製品が、全体の約 9 割を占め、金、銀、白金族の製品に分類されますので、その内

容を中心にご説明いたします。 
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貴金属関連事業の 2021 年 3 月期の売上高は、前期比 17.1%増加の 1,530 億円となりましたが、そ

の内訳をグラフにまとめております。 

金製品の売上高は 823 億円となり、前期比で 38%ほど増加いたしました。また、売上高全体の 5

割以上を占めております。内容は、当社グループの主力顧客である電子部品・デバイス分野の好調

と、国内外における積極的な営業活動などにより、貴金属リサイクルの取扱量が増加し、また、当

社製品への需要も旺盛となりましたことなどから数量が増加し、加えて金相場の上昇に伴う単価の

上昇も重なったものとなります。 

なお、貴金属市場における流通や需要規模の大きい宝飾業界は全体的に低迷し、当社におきまして

も貴金属リサイクルの取扱量は減少いたしました。 

銀製品の売上高は 119 億円となり、前期比で 31%ほど増加しました。縮小する感材業界からの貴

金属リサイクル取扱量の減少などから、数量はわずかに減少しましたが、相場上昇に伴う単価の上

昇が寄与し、売上高は増加いたしました。 

次に、白金族製品の売上高になりますが、380 億円となり、前期比で 7%ほど減少いたしました。

これは、主にプラチナの売上高減少によるものであり、電子部品・デバイス分野や触媒市場からの

貴金属リサイクルは順調に推移いたしましたが、宝飾業界からの取扱量縮小により、売上高が減少

したものであります。 

パラジウムやロジウムなどのその他の白金族製品では、数量面ではおおむね横ばいに推移し、単価

は相場影響により上昇しております。 

その他の売上高にも触れておきますと、産業廃棄物処理受託の減少などにより、売上高はわずかに

減少しております。産業廃棄物の処理受託につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

などにより、廃棄物発生量が減少したことによるものでございます。 

なお、貴金属関連事業の営業利益につきましては、数量増加などによる売上高の増加に加えて、貴

金属相場の上昇を受けた価格影響も含んで売上総利益が増加し、人件費や減価償却費などの増加は

ありましたが、前期に比べ増益となりました。 
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次に、食品関連事業の売上高になります。 

当事業の売上高は前期比 2.2%減少し、784 億円となりましたが、その内訳をグラフにまとめてお

ります。 

水産品の売上高は 368 億円となり、前期比 6%ほどの減少となりました。すりみでは、需要の低下

に伴い数量は減少し、高価格品から低価格品への需要のシフトもあり、単価も下落いたしました。

また、その他水産品も市場環境が厳しい中で、数量は増加いたしましたが、単価が下落し、売上は

ほぼ横ばいとなりました。水産品全体では、数量増加を単価の下落が打ち消した内容となっており

ます。 

畜産品の売上高は 285 億円となり、前期比 1%ほどの増加となりました。鶏卵では、需要の低下に

加えて鳥インフルエンザの影響による生産減退なども重なり、数量は減少いたしました。また、単

価も下落しましたので、売上高は減少いたしましたが、畜肉の数量増加および単価上昇により、畜

産品全体での売上高は増加となりました。 

次に農産品の売上高でございますが、86 億円となり、前期比 9%ほどの増加となりました。市場環

境が厳しい中で、品質や安定供給力などの強みを生かし、冷凍野菜や乾燥野菜の数量が増加し、単

価はわずかに下落しましたが、全体での売上高は増加いたしました。 

なお、食品関連事業の営業利益につきましては、売上高の減少と需要の低下に伴う利益率の低下な

どから売上総利益が減少し、前期に比べ減益となりました。 
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ここで 2022 年 3 月期の見通しについてご説明いたします。 

貴金属関連事業につきましては、主力顧客であるエレクトロニクス業界の電子部品・デバイス分野

などの生産状況は引き続き好調に推移するものと予想し、その中で当社グループでは、高機能電子

材料や化成品等の製商品の販売、および貴金属リサイクル原料回収の拡大に向け、顧客ニーズに対

応して事業の差別化を進め、業容の維持拡大を図ってまいります。 

貴金属関連事業の業績見通しでは、売上高 1,500 億円、営業利益 68 億円を予想しておりますが、

2021 年 3 月期にございました貴金属相場変動による利益影響は見込まず、国内外における新規顧

客の獲得、シェアアップによる貴金属リサイクルの取扱量や製商品の販売数量の拡大と産業廃棄物

の処理受託取扱量の改善などにより、達成に向け努めてまいります。 

食品関連事業につきましては、新型コロナウイルス感染症による影響から、市場環境は依然として

不透明ではありますが、その中で、当社グループでは安全・安心かつ高品質な食品原材料を安定的

に供給することによって差別化し、業績の改善を図ってまいります。 

食品関連事業の業績見通しでは、売上高 800 億円、営業利益 14 億円を予想しておりますが、顧客

ニーズに応じた商品ラインナップの拡充に取り組み、海外拠点の活用も含めたグローバル展開を加

速し、販売数量の拡大による達成に向け努めてまいります。 

なお、2022 年 3 月期の期首より収益認識に関する会計基準の適用を予定しており、そのことか

ら、見通しの売上高は前期比減収の予想となっております。 
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当会計基準の適用による営業利益などへの影響は限定的かつ軽微なものとなります。 

 

次に、設備投資の状況についてご説明いたします。 

2021 年 3 月期の設備投資は関工場生産設備や、貴金属関連事業、食品関連事業の合同拠点となり

ます仙台営業所の建築、立ち上げなどの新規設備の導入のほか、既存設備の老朽化更新などを含む

約 38 億円の投資を行いました。 

これらの結果、2021 年 3 月期の減価償却費は前期に比べ、5 億 7,000 万円増加の約 21 億 4,000 万

円となりました。 

2022 年 3 月期の設備投資につきましては、老朽化更新などを含む製錬環境処理設備や拠点拡充な

ど、合計で約 55 億円を予定し、2022 年 3 月期の減価償却費は 2020 年 7 月より稼働を開始しまし

た関工場の生産設備が通年の償却になることなどもあり、前期比約 2 億円の増加を見込んでおりま

す。 
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最後になりますが、ご参考として貴金属相場の推移を載せておりますので、ご覧いただければと存

じます 

以上、決算概要などをご説明させていただきました。今後ともご支援ご鞭撻のほどお願い申し上げ

まして、2021 年 3 月期の決算説明を終わらせていただきます。 

ご視聴いただきありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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